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自主亜枝
AkiSHIRATO 
1.はじめに
江戸時代は、戦国時代とは異なり、徳川家、
江戸幕府の支配による泰平の世が続いた。社会
制度が確立した平穏の世の中、経済活動が活発
に行われるようになると、歌舞伎や浮世絵とい
った新たな文化が生まれた。
経済活動の活発化は、消費文化の成立を促す
とともに、業種間での競争を生み、商品の性質
や魅力を人々に訴える必要性を生じさせた。そ
のような中で、大きく発展を遂げていったもの
のひとつとして広告が挙げられる。本研究では、
「広告Jを物事、人について広く世間に広める
こと、伝えること、またその手法や媒体と定義
する。
江戸時代の広告に関する研究は、大別すると
以下の三つに分けられる。ひとつ目は、江戸時
代の広告についてその全体を概観するもの、ふ
たつ目は、各業種や企業ごとの広告戦略に関す
る研究である。三つ目は、浮世絵に見られる広
告に関する研究が挙げられる九しかしながら、
これらの研究は、それぞれの業種について行わ
れるにとどまり、業種聞の連携といった点には
殆ど触れられていない。
そのため、本研究では、江戸時代に多くの人々
の関心を集めていた歌舞伎、呉服屋、浮世絵を
とり上げ、中でも歌舞伎と呉服屋に注目し、広
告とそれを享受していた人々の視点から、それ
ぞれのビジネスの連携について明らかにすると
ともに、歌舞伎、浮世絵における芝居絵・役者
絵が果たした広告的役割について明らかにする
ことを目的とする（図 1）。
研究方法としては、芝居絵、役者絵をはじめ
とした浮世絵と文献資料を用い、以下の手法で
研究を進める。第 1段階では、江戸時代にお
ける歌舞伎、浮世絵、呉服屋について、当時の
人々の視点から整理、概観する。第2段階では、
広告と歌舞伎、浮世絵、呉服屋との関わりにつ
いて調査する。以上をふまえ、第3段階では、
まず歌舞伎、浮世絵、呉服屋の連携について考
察し、第 4段階では、歌舞伎、芝居絵・役者
絵が広告において果たした役割について考察す
る。
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図1.研究目的
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2.人々からみた歌舞伎・浮世絵・呉服屋
歌舞伎、浮世絵、呉服屋が、江戸時代の人々
の関心を集めていたことは明らかである。人々
が歌舞伎、浮世絵、呉服屈をどのように捉えて
いたのかについて概観をする。
2-1.歌舞伎
歌舞伎は、慶長 8 (1603）年に阿国によっ
て創始され、当初から人々の熱狂を集めていた。
歌舞伎の特徴として、時の縦力者により保護さ
れていた能や狂言とは異なり、非権力者である
IT人を中心とした人々の支持を受け成立した芸
能である点が挙げられる。そのため、歌舞伎は
有．続のために客の支持を受け続けることが不可
欠であり、人々の求めているものを敏感に捉え
る性絡を備えていた。
また、野郎歌舞伎以前の歌舞伎においては、
好色との｜刻わり 討が深かったが、幕府からの度
重なる規制によって、次第にその中心は芝居へ
と移行していく。それに伴い、芝居の脚本や道
具類、衣裳などが多機化していくとともに、立
役や女方など役柄の分化が生まれ、今日の歌舞
伎にみられる要素が構築されていった。
人々は、芝居を見ることは勿論の事、役をi封r
じる役者への注目を増していく。役者は今日で
いうところの芸能人のような存在となり、人気
役者が拙かれた役者絵 （[gl2）は、ブロマイ
ドとして人気を集め、多くの役者絵が制作され
た 3）。
また、 Jli飾においても役者の影響が見られる
ようになる。千i'結びゃ役者棋線、役者色など、
芝居において役者が着用、考案した服飾は、人々
の注目の的“であり、役者は江戸時代のファッ
ションリーダーともいうべき存在であった S）。
このように、役者が発信した服飾が流行した背
対としては、役者と同じものを着用したいとい
うファンの心理や、それを稲川することで役者
と近い｜刈係になれるような錯覚が符られるとと
もに、対外的に役者のファンであることを示す
図2.「凶世絞＊幸附!flの肴屋五日I兵衛1
m洲斎写楽関（東京凶立博物E自所蔵）
画像従供：東京国立博物館i
目的があったのではないかと思われる。つまり、
自己満足とともに、その充足感を他者に表現し
て見せることに意味があったと考えられるので
ある。
2-2.浮世絵
浮世絵 6）は、 i武新の風俗、 i時世相を映し出す
風俗画として、 il］＇人を中心とした庶民に親しま
れた。それまで絵画の中心を占めていたのは、
「洛中洛外図！昇風」などに代表される近世初期］
風俗画と｜呼ばれる作品であった。府＝風絵が中心
であった近世初期風俗画は、賛を尽して制作さ
れるものであり、その受容者層の多くは織力者
であった。しかし、浮l並絵、中でも一枚の原画
から多くの絵画を制作することが可能な浮世絵
版画の登場で、絵画の受容者用は大きく広がり、
多くの人々の絵闘鑑賞を可能とした九
また、浮世絵は絵聞としての役割だけでなく、
ブロマイドや土産物といった役割lも来たすよう
になる。それに伴い、 1¥'iかれる主題も多機とな
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り、歌舞伎や遊里といった娯楽、市中の美人を
描いたものや風景画、風刺画、武者絵、物語絵
など、人々が興味を抱いていた物事を主題とし
た浮世絵が制作された。
2・3.呉服屋
金銭的に盛かになり、生活にも余裕がみられ
るようになった人々の関心は、服飾へも向けら
れた。これは、武家を中心とした権力者に限ら
ず、次第に裕福になっていった町人をはじめと
した人々に広まっていった。その結果、武家女
性とは異なる、町人女性の小袖様式が生まれ、
育まれていったにまた、町人女性は、新たな
技法を積極的に取り入れるとともに、様々な意
匠を小袖へと取り込んでいった。こうした、町
人女性たちの服飾への関心をふまえ、小袖を注
文する際の見本やファッション誌として用いら
れた小袖模様雛形本が次々と刊行された。その
ため、呉服屋は人々の流行を捉え、新たなもの
を次々と提供していくことを求められ、結果と
して流行を作り出していく存在ともなっていっ
た。
3.広告と歌舞伎・浮世絵・呉服屋
江戸時代には、広告が多くの場面で用いられ
ていた。例えば、看板や暖簾へ引札 10）といっ
た一目でその特徴が分かるものもあれば、歌舞
伎や浮世絵など多種多様な媒体を用い展開され
る広告もあった。中には、歌舞伎役者や市中の
美人、遊女などをイメージキャラクターとして
起用した広告や、ひとつの商品の広告を多種多
様な媒体に展開したマルチ広告川も確認する
ことができ、今日の広告にも見られる手法と類
似した手法が既に江戸時代に用いられていた。
このように江戸時代において広告が発展した
理由としては、ふたつの要因が考えられる。
ひとつ目は、社会的要因である。江戸時代は、
戦国の乱世とは異なり、社会の安定が保たれた
時代である。また、貨幣経済が確立し、日常を
楽しむことのできる社会階層が形成され、消費
文化が花聞いた時代でもある。その結果、商業
的目的から商品や物事を多くの人々に知らせ、
関心を持たせる必要性、つまり、広告の必要性
が生じ、またその役割が重要となった。
ふたつ目は、技術発達的要因が挙げられる。
印刷技術の進歩により、版本や版画の印刷が安
価に行えるようになった。その結果、浮世絵や
案内本、草双紙など多様な出版物が制作された。
これは、広告においても例外ではなく、先に述
べた出版物や引札など、紙の安定供給と印刷技
術の発逮により、多くの広告物が制作された。
こうして、江戸時代の広告は社会的基盤の成
立と技術的進歩のふたつの要因が重なりあった
ことで、大きな発展を遂げた。また、印刷物に
限らず、広告の媒体は多様化していき、広告は
商売に欠かせないものとしての位置を確立して
いった。
次に、歌舞伎、浮世絵、呉服屋に注目し、そ
れぞれの広告についてまとめるo
3・1.歌舞伎における広告
歌舞伎における広告は大きく次のふたつに分
けることができる。ひとつは、歌舞伎の芝居の
中で行われる広告劇という形式をとるものであ
り、もうひとつは浮世絵を用いて展開される広
告である。
広告劇について、松宮三郎は、「芝居を広告
媒体として利用することである。」と述べてい
るへつまり、芝居の台詞の中に巧妙に商品の
名前や店名を織り込み宣伝を行うものであり、
芝居を見せながらも、実は広告の役割jを担って
いるものが広告劇であるといえる。代表的な広
告劇としては、歌舞伎十八番のひとつでもある
「外郎売Jが挙げられるヘ「外郎売Jは、薬売
りに扮した役者が、妙薬「透頂香」の由来や薬
の効果を説明するものであり、観客は、役者の
早口の台詞に驚くが、その実は薬の宣伝を聞か
されている。
浮世絵を用いた広告については、ふたつの手
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凶3.「出荷り ・l国代同岩井半凶ntlの小ぶとさ代n沢村
宗十日目の次兵衛J.i.:~肘i庁長岡
（来五r1,,:i.u：博物館所蔵）
蘭像従供：ょ1n;r問立博物館
法を見ることができる。ひとつは、 芝府の一場
面を切り取って描いたものであり、これは、歌
舞伎興行に関する広告の役割lを来たしていた
（図 3）。
もうひとつは、役者をイメージキャラクター
として起用した広告である。例えば、 市川｜胡十
郎、岩井紫若を起mした歯磨きの広告 14）や岩
井米二郎を起用した酔い覚まし金勢丸の広告
（匪14）がこれにあたる。役者の広告への起JI
については、人々がその役者に｜刻心をもってい
たこと、女性を小心にその役者に慣れを抱いて
いたことから、広告搭と して起川されたと考え
られる。
3-2.広告と浮世絵
浮世絵版画の登場により多くの絵聞を制作す
ることが可能になると浮世絵をmいた多くの広
告が制作された。そもそも絵画は視覚情報を伝
達する機能を桜本的に持っており、これが多く
｜買I4. Dl！郎三lヅミ1;t之内本町糸hl小糸 -1+}1：米二日IJ
住liJ柄i （式ク三.1.r~1,1；の 「金勢丸1 ;fr紋人り）
（公益Ur問法人 古川秀雄記念’Ji~Ur81 ァド ・ミュ
ジーアム点〕；r所総）
｜民15・1「uw：金flill八境柳肢の店孤J
.l.'.~ ｝.%＇i l訂l1j （京』；o正l立l事物館所蔵）
l同｛象提供：＊J;l! i.l ,'[ l!Ji物館i
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図 5・2.「Jl[i創立五十三次l鳴海」
歌川広il函 （点京国立陣物館所蔵）
商｛象払HJ~ ：東京国立i事物館i
の人々の目に触れることになれば、情報メディ
アと成り得るからである。それらは、人物をイ
メージキャラクターとして拙くものが多く、役
者絵や芝居絵、風:lit闘の一部として柿くものの
他、 一見広告とは見えないように宣伝の要素を
織り込むものもある。
これらは、人々の｜則心や興味をふまえ、それ
を反映する形で制作されたと考えられる。例え
ば、市中の美人や遊女、歌舞伎役者を商品とと
もに描き出した広告については、人々の慣れの
存在、また興味を引く人々をイメージキャラク
ターとして起用したものである。拙かれた人物
に惹かれ、手にとった浮世絵は、自然と広告の
役割を果たす（図 5・1）。また、 J+ti1lf:道や各地
の名所なとeの風最の中に描きこまれたl既日程や看
板などの広告もある（図 5-2）。
3-3.広告と呉服屋
呉服屋についてはどのような広告を行ってい
たか、広告戦略に注目し述べていく。呉服屋に
おける広告は、 E此歩平：伎や浮也
など、多種多様なAl体を用い鹿｜摘された。例え
ば、越後屋においては、「現金掛け他なし」 15)
というキャッチコピーを皮切りに、 多くの広告
が制作された。浮世絵においては、民Jli屋のl醍
脱が拙かれた江戸市中の風景 （図6）や、美
図6.「』j.[郎名所駿河田I之｜耳l」
歌川広i[(plij(I対立閉会問？館所厳）
｜耳I7.「江戸 「駿川町結後産呉服J,!ijと夫人名！），｛＿＇（.図J
初代l五l』：1・商
（公益Ufl羽法人 .'n秀雄記念事業MFi アド ・ミュ
ージアム東京所蔵）
人とともに呉服屈を拙いた作品 （匝I7 ）を確
認することができる 附。 加えて、越後屋におい
ては、屋号が表された傘が雨の日には貸し出さ
れるなど、人々が広告と意識せず、自然と日に
入ってくるものにも広告が展開された。これら
の手法を用いた広告は、大丸呉服J,s17)や白木
kcl呉服店 18｝等にも問械の:J;j":例を確認すること
ができる。
また、越後屋は峨々な広告を展開するだけで
なく、その広告がどの税！立の効果があったのか、
広告効栄に関する調査 191も行っている。
ただ｜制雲に、越後屋という名前を訴えるだけ
でなく、それが広告の受け手である人々に伝わ
っているか確認している点から、ある一定の広
告！jぬl桁に基づいて広告を展開していたことが分
かる。
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人々の生活が強かになるにつれ、服飾に｜刻す
る関心は次第に大きなものになっていった。そ
れにともない、呉服屋における競争も次第に激
しくなっていったと考えられる。そこで必要と
なったものが、人々のニーズを扱みながら、自
身をアピーJレする広告であったのではないだろ
うか。
4.広告を通して見た歌舞伎 ・浮世絵 ・呉服屋
の関係性について
人々からの視点と企業からの視点、両者の視
点に加え、それぞれ展開された広告に詑目し、
歌舞伎、浮世絵、呉服屋の関係性について明ら
かにする。
はじめに、歌舞伎と呉服屋について注目する。
歌舞伎は、人々にとって欠かせない娯楽であり、
役者たちは位れの存在として、女性たちの注｜司
を集めていた。また、歌舞伎も、人々の動向や
関心事を捉え、新しい芝居を次々と制作する一
方で、 『守貞没稲j却｝ に
三者~ともに近世のあ1l女役者品田と云て芝府
俳優を己が愛する者の定紋を特に製し或は
揃半の襟に絞り其他に用ふ者ーありと難ども
衣J!i等の紋には｝日ひず仮令衣J!lにmひずと
も鍛f}Jにも夫の紋をさしおき俳優に通せず
と雌ども其紋を愛すること心巴に淫れり可
（レ）誠の一也御殿女中など専ら手巾畑管
当：に俳優の紋を拙iくこと坊JIUより甚し是亦
弊風ならずや。
（下線部筆者）
とあるように、役者・航機や色、役者の定紋を
つけるといったJ!l飾や化粧品、援型など様々な
流行を作り1±す存在であつた 21)
一方で、呉服屋またその商品である呉Jlも町
人女性を「1=1心として大きな関心を集めていた。
経済的に泣かになったIT人女性は、装うことへ
の楽しみを見出し、新たな技法や意匠を取り入
れることにも積極的であった。また、呉服屋も
IT人女性のニーズを汲み取り、小布Iを制作する
とともに、小布I模様雛形本を用いたな匠の提案
を行い、流行を先導していた。
以上をまとめると、人々は歌舞伎、呉服それ
ぞれに凶心をもち、またその流行にも敏感であ
った。また、歌舞伎、呉服屋は、人々のニーズ
を捉え、新たなものを提供する存在であったと
いえる。そのため、提供する物は迫っていても、
流行を作り山すという点において、両者は類似
した存在であったと考えられる。
広告の観点から歌舞伎、呉服屋についてみる
と、双方が辿携をとっている例も指摘されてい
る制。 また、歌舞伎のilr自には、 「京Jli.子娘道
成寺Jのようにしばしば染織技法や服飾名を外
題に取り入れた例制も見られる。これは、人々
の新しい技法への関心の高さを反映し、取り入
れたものであろう。
浮世絵においても、呉服屋の宣伝のため、遊
凶8.「佐野川市必・まさご御前j
J』J.•:·ii'f！よ画i （東京｜対立博物館所蔵）
両if象-t'HJt：東京w立博物館
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郭や商家、歌舞伎役者の代表的美人却を越後
屋呉服店の暖簾の前に立たせた様子を描いた公
益財団法人吉田秀雄記念事業財団アド・ミュー
ジアム東京所蔵「江戸「駿河町越後屋呉服店」
と美人初春図J（図 7）がある。また、役者色
や役者模様をアピールするため、役者模様・色
の服飾を人気役者が着用している例制も見ら
れる。例えば、市松模様の衣裳を着用した佐野
川市松を描いた東京国立博物館所蔵「佐野川市
松・まさご御前」（図 8）がある。役者は、江
戸時代のファッションリーダーともいうべき存
在であったことから、呉服屋または呉服の広告
に多く起用されていたことがわかる。このよう
に、広告における歌舞伎と呉服屋・呉服の繋が
りは深いといえる。
また、歌舞伎と呉服屋の連携は、広告だけに
限ったものではなかった。江戸時代の歌舞伎衣
裳の多くは、呉服屋で制作されたとされ、絢湖
豪華な歌舞伎衣裳は多くの利益を呉服屋にもた
らした制。また、役者の着用により、流行を集
めた役者模様や役者色を取り入れた服飾類の多
くは、呉服屋により制作されたとされている 27)0 
例えば、「式部さん景ヶ島戻りJにおいて、五代
目尾上菊五郎をはじめとした役者が着用した菊
五郎格子の浴衣は、白木屋によって売り出され
た。その利益は、傾きかけた白木屋を持ち直す
ほどであり、経済効果は莫大なものであった制。
役者個人の人気の高まりに触発された、役者
模様や役者色に対する人々の関心は大きく、そ
れらを用いた商品は呉服屋により多く制作され
たoつまり、歌舞伎と呉服屋が、双方に利益を
得るために、互いに協力し生み出されたものが、
役者模様や役者色であったと考えられる。役者
模様・役者色を表した商品の制作は、呉服屋に
経済的利益をもたらすとともに、その商品を着
用した人々が市中を歩けば、自然と役者の宣伝
にもなり、広告の役割も果たしていたといえる。
次に、歌舞伎と浮世絵について述べる。浮世
絵は、人々にとって絵画鑑賞を楽しむものであ
るとともに、最新の風俗を知るための手段でも
あった。その一方で、浮世絵は人々に様々な情
報を提供する媒体であった。中でも、歌舞伎役
者が描かれた役者絵はブロマイドとして、また
芝居絵は公演の様子を知らせるものとして、多
くの人々に享受されていた。つまり、浮世絵と
人々は、情報の提供者と受容者の関係であった
といえる。
以上をふまえ、歌舞伎と浮世絵、人々の関係
性についてまとめると、人々は歌舞伎、浮世絵
それぞれに関心を持ち、楽しむとともに、それ
らから風俗や服飾に関する最新の情報を得てい
た。その一方で、歌舞伎と浮世絵は、人々の関
心を捉え、情報を提供する存在であり、その点
において両者は類似したものであったといえ
る。
類似した性質を備えた歌舞伎と浮世絵は、広
告においても関係性が深い。浮世絵は最新の風
俗を伝えるといった機能を持つことに加え、安
価で大量に制作できたことから、広告媒体とし
て適したものであった。役者絵や芝居絵のよう
に、芝居の広告のために制作された浮世絵もあ
れば、歯磨きや仙女香の広告のように、役者た
ちをイメージキャラクターとして起用したもの
もある。また、中には公益財団法人吉田秀雄記
念事業財団アド・ミュージアム東京所蔵「東都
三十六景之内本町糸屋小糸 岩井米二郎J（図
4）のように、人気役者とともに店の看板を
描いたものもある。これらは、歌舞伎や役者た
ちの人気を反映し制作されたが、人々の憧れの
存在とされる役者を起用することは、人々の関
心を引くとともに、浮世絵の購入へと繋がって
いった。
そのような歌舞伎と浮世絵の繋がりの中で、
制作されたものが芝居絵や役者絵であったと考
えられる。芝居絵や役者絵は、江戸で出版され
た浮世絵の大半を占めていたとされており、版
元をはじめとする浮世絵の制作側にとっては大
きな利益を生み出す重要な商品であった。また、
歌舞伎側にとっても、芝居の広告として、また
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役者の人気を高めるために、芝居絵、役者絵は
欠かせないものであり、特に、新しい芝居の上
演の際には、多くの浮世絵が制作されたとされ、 甜
話題を集めるために、芝居絵や役者絵は、不可
欠なものであった。人々が歌舞伎と浮世絵、両
者に関心をもっていたことから、 歌舞伎役者を
主題とした芝居絵や役者絵が多数制作された。
芝居絵や役者絵は浮世絵の命IJf'J：者側、歌舞伎側
双方にとって利読をもたらすものとして、有益
なものであったということができるのである制。
最後に呉服屋と浮世絵について述べる。人々
は服飾への関心を抱くとともに浮世絵には最新
風俗の提供を求めていた。そして、人々の服飾
への｜刻心の高まりをふまえ、呉服屋 ・浮世絵は
それぞれ新しいものを提案、提供していた。
また、呉服屋の広告という視点からみると、
浮世絵に呉服屋が拙かれている例を多く確認す
ることができる。例えば国立国会図書航所蔵「東
都名所駿河町之図J（図 6）など江戸市中の
J様子を描いたものや、東京都立中央図書館特別
文庫室所蔵 「白木屋」（図 9）のように、 美人
を県－JII麗のl股g拒の前に立たせた様子をti'し、たも
のがこれにあたる 31)
また、呉服については、人々が新しい意匠や
流行の技法を知るための出版物として小布！1模様
線形本があるが、 美人画もまたIl!接的に服飾を
知るためのものであったと考えられる。美人画
には、 当時の流行の服飾が拙ーかれており、中で
も肉筆浮世絵は、模様や技法、生地の質感まで
線密に柿きだされており、 JIHilliの細部まで知る
l里I9.「白木屋J三代政l五l阿
()ltJ;{ /lll立中央図担f~＇j特別文h!I~所員長）
ことができる刻。 呉服屋と浮世絵の版元が、最
新のファ ッションメディアとして生み出したも
のが、美人画であった。
5. まとめ
江戸時代は、社会基盤の確立、消費文化の成
立によ り、新たな文化が創造された｜時代である。
中でも歌舞伎、呉服、浮世絵は、IUT人文化とし
て陸肢を遂げた。このような社会背知のもと、
人々に商業目的上の情報を伝えるために生まれ
たのが広告である。江戸時代における広告の発
展は目覚ましく、今日の広告にも近い広告戦略
が鹿IJHされていた。
また、歌舞伎、呉Jll屋、浮世絵の三者は、人々
のニーズにあったものを常に提供するという点
で類似した性質を備えていたことから、広告に
おいて辿携をとっていた。そのような背最のも
と、歌舞伎と呉服屋が生み出したものが役者模
様、役者色であり、歌舞伎と浮世絵が生み出し
たものが芝居絵、役者絵であり、呉服屋と浮世
絵が生み出したものが美人間であったと考えら
れる（~110） 。
歌舞伎は人々の娯楽と して欠かせないもので
あり、役者たちは女性たちの注目の的であった。
そのため、歌舞伎、また役者は広告の発信者と
して最適であった。また、芝居絵 ・役者絵は、
役者の姿を楽しむブロマイドであるとともに、
歌鉾伎の興行に関する広告・でもあった。歌舞伎
への凶心の高まりとともに、芝居絵・役者絵の
き面ム・h
圃／ム ＼l瞥
I .， 、u昼、
~~－8－＞副
図10.まとめ
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販売数は増加し、多くの愛好者により事受され
た。
芝居絵や役者絵の享受者の目的は、芝居の様
子を知ることとともに、役者の姿を見ることで
あったが、役者が描かれていれば、様々な商品
とともに描かれていても大いに人々の興味を引
いたに違いない。これが、歌舞伎に限らず、薬
や呉服といった異なる業種の広告の起用へと繋
がったと考えられる。つまり、歌舞伎と芝居絵、
役者絵、浮世絵は、広告の発信者、また広告塔
としての位置を担っていたと結論づけられる。
類にも歌舞伎は取り入れられていった。
4）例えば、吉弥結びについては、『男色大鑑j
に「その後ろっき、帯結ぴたる品物、又
あるべき風儀（中略）吉弥これをうつし
てー丈二尺の大幅帯、くけめの角に鉛の
しづをかけ、世に吉弥むすびとはじめて
今にはやらしぬ。Jとあり、人々の閲で
流行したことが分かる。（宗政五十緒、
松田修、晦峻康隆『日本古典文学全集
39井原西鶴集二j東京、小学館、 1978、
注 5）表1.役者色・模様・帯結び・装身具（柑子）
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註
1）江戸時代の広告を概観するものとして
は、中田節子『広告で見る江戸時代j東
京、角川書店、 1999、2）歌舞伎と広告
の関係性については、松宮三郎『江戸歌
舞伎と広告j、束京、東峰書房 1973、3)
浮世絵における広告については、藤i事茜
『浮世絵が創った江戸文化j、東京、笹問
書院、 2013、p182・252などが、それぞれ
挙げられる。
2）阿国歌舞伎の後に生じた遊女歌舞伎は、
遊女屋がはじめたものであったことから
好色との繋がりが強いものであった。ま
た、その後の若衆歌舞伎についても男色
との関わりが深かったことから、幕府に
より禁止された。
3）歌舞伎への興味は、大人だけではなく、
子どもも持つようになり双六などの玩具
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名称
梅帯茶
路考茶
升花色
璃寛茶
芝翫茶
岩井茶
高田納戸
小太夫鹿子
三升
千弥染
市松模様
小六染
亀蔵小結
菊寿模掛
仲麓縞
高田屋格子
かまわぬ模様
斧琴菊
芝翫絹
菊五郎格子
三埠五郎絹
三ツ大縞
半四郎鹿子
市村格子
かまいます模様
観世水
骨頚 設者
色 初代尾上菊五郎
色 ニ代目瀬川菊之丞
色 五代田市川園十郎
色 ニ代目嵐吉三郎
色 三代目中村歌右衛門
色 五代目：岩井半四郎
色 四代目松本傘四郎
模様 ニ代目伊藤小太夫
槙栂 初代市川園十郎
模様 初代中村千弥
模様 初代佐野川市松
模様 初代嵐小六
積様 丸代田市村羽左衛門
槙様 ニ代目澗川菊之丞
模犠 初代中村仲蔵
模様 四代田松本幸四郎
模様 七代田市川園十郎
模様 三代目尾上菊五郎
模様 三代田中村抵右衛門
模様 三代田尾上菊五郎
模様 三代目塩束三海五郎
模掛 三代田坂東三滞五郎
模様 五代目：岩井半四郎
模栂 十二代田市村羽左衛門
模様 初代市川男女蔵
模様 四代田滞村宗十朗
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伝丸郎染 模様 二代田市川伝九郎
花勝見 槙犠 三代目塩束三部五郎
六弥太格子 槙栂 八代田市川園十郎
路考結び 帯結び ニ代目瀬川萄之丞
官弥結び 帯結び 初代上村吉弥
水木結び 帯結び 初代水木辰之助
水木相子 装身具 初代水木辰之助
沢之丞帽子 装身具 初代荻野沢之丞
瀬川帽子 装身具 初代瀬川菊之丞
p519-520) 
5）表1.役者色・模様・帯結ぴ・装身具（帽
子）
6）浮世絵の誕生について、小林忠は「浮世
絵は、明暦三年（1657）一月の江戸大火、
いわゆる振袖火事以降に誕生したと考え
られている。Jとしている。（小林忠「な
つかしき浮世絵ワールドJ『別冊太陽浮
世絵師列伝j、東京、平凡社、 2005、p3)
7）浮世絵は、その制作手法から肉筆浮世絵
と浮世絵版画のふたつに分類することが
できる。絵師が一作品ごとに手をかけ制
作する肉筆浮世絵に対し、浮世絵版画は、
絵師、彫師、摺師の分業制であり、一枚
の原画から多くの絵画を制作することが
可能である。結果として、浮世絵版画は
肉筆画に比べ、安価になることから、多
くの人々の絵画鑑賞を可能とした。また、
浮世絵版画の制作過程について、折井は
「浮世絵版画は絵師一人の手によって制
作されたものではなく、出版社にあたる
版元の統括のもと、絵師が絵を描き、職
人である彫師・摺師が彫り・摺りを担当
した、いわば分業の産物なのである。J
とまとめているo （折井貴恵「浮世絵版
画の出来るまでー錦絵は絵師、彫師、摺
師の分業－Jr別冊太陽浮世絵師列伝j、
東京、平凡社、 2005、p40)
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8）長崎巌『日本の美術小袖からきものへ
No.435J、東京、至文堂、 2002、 p4~ト58、
p6仏64、p67・69
9）店舗に下げられた看板や暖簾などについ
ては、東京国立博物館所蔵の「洛中洛外
国扉風jなどに確認することができるo
10）商品や物事を広く知らせるために用いら
れるちらし、広告用の摺物。
11）仙女香の広告がこれにあたる。浮世絵、
小説をはじめとした出版物に広告を展開
する他、画中の美人に仙女香の広告を使
用させたり、購入者には役者の肉筆扇面
を景物として配布するなど、多種多様に
広告が展開された。（中田節子『広告で
見る江戸時代j、東京、角川書店、 1999、
p15-16) 
12）松宮三郎『江戸歌舞伎と広告j、東京、
東峰書房、 1973、p117
13）他にも、広告劇として「助六」が挙げら
れる。「助六Jは、吉原遊郭を舞台にし
た広告劇といえる。吉原の実在の遊廓で
ある三浦屋の店先に舞台が設定されてい
ることから、三浦屋や遊女はもちろんの
こと朝顔煎餅、山川白酒などの広告が芝
居の中に配されている。このように、歌
舞伎は人々が関心をもっていることを取
り入れ、時にこれを広告としても利用し
ていたと考えられる。
14）個人蔵「御はみがき市川園十郎・岩井紫
若J（中田節子『広告で見る江戸時代j
東京、角川書店、1999、表紙、p89に所識。）
15）引札や看板などに記された。（公益財団
法人三井文庫『史料が語る三井のあゆみ
越後屋から三井財閥j、東京、古川弘
文館、 2015、p8・9)
16）表2.呉服屋が描かれた浮世絵一覧。
17）大丸呉服店は、越後屋と同様の広告戦略
をとるとともに、芝居の引幕や景物品な
どの配布も行っていた。また、布子類を
配布する慈善事業も積極的に行ってい
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注）16 2三2.呉!JIHrlが姉かれた浮世絵一覧。
作品名 函 所蔵
名所江戸百景するかてふ 歌川広重 国立国会術館図書館・江戸東泉得物館・ボストン豊島
束郡名所駿河町之図 歌川広重 国立国会図書館 ・江戸東京博物館
富士三十六祭東都駿河町 数川広重 国立国会図書館美 ・早館稲図大学演劇1尊物館 ・ホノルル 術 ・ポストン美術館
The Echigoya on New Year’s Day 初容の越後屋 鳥居清長 ポストン美術館
官級三十六景・江書官隊河町三井見世略図 葛飾北斎 三井文庫 ・ポストン美術館
江戸 f駿河町越後屋呉服店jと焚人初春図 国貞（初） 公益財団ミ法人 吉田秀東総記念事業財団アド・ ュージアム京
「江戸ノ富士十景之内Jrするが乎J 歌川盤国（3) 東京都立中央図書館特別文庫室
駿河町越後屋之景 歌川盟国 江戸東京博物館
The Mitsui Draper‘s Shop (Mitsui Gofuku-ten), from ボストン美室術館、 東京都立中央図書館the series One Hundred Views of Osaka (Naniwa 歌川国員 特別文庫hyakkei) r浪花百費 三井呉級店J
浮給駁汚町呉服屋図 歌川監春 三重県立博物館
駁：可町越後屋呉服店大浮給 奥村政信 江戸東京↑事物館
江戸名所四十八景 するが町一万延元（1860）年 歌川広重（2) 中央区立京矯図書館
Matsuya Draper、sShop (Matsuya gofukuten), from 
the series One Hundred Views of Osaka (Naniwa 芳瀧 ポストン美術館・大阪府立図型書館
hyakl咽i）「浪花百景松屋呉服店J
In Front of the Matsuzakaya Store 松坂屋の前 菊川英山 ポストン美術館
「東部見立呉服屋八景j「松坂屋の帰帆j 歓川箆国（初） 早稲田大学演劇御物館・大英博物館
「名所江戸百景J「下谷広小路j 歌川広重 館国立国ボ会図書館笑 ・早館稲回大学演劇1噂物ストン術
「名所江戸百－＆Jr大伝馬町こふく店j 歎川広重 館早稲・大田大英博学演物劇館博物館・＊尽国立1専物
江戸名所大伝馬町大丸呉服店の図 歌川広重 山口県立萩美術館・浦上位念館
Women Walking by the Shirokiya 勝川春好 ボストン美術館
白木屋店頭奨人図 敵川園貞（初） 書事嘉堂文庫美術館
白木屋 富士川n国（3) 東京都立中央図書館特別文庫室
名所江戸百景 日本括通一丁目略図 歎川広重 国立国会図書館・大笑博物館
江戸名所道化尽通壱丁目祇国会 歌川広景 中央区立京指図書館 ・国立国会図書館
Women and Servant Passing the Hoteiya Dry 敵川盟国（初） ボストン美術館Goods Store布袋屋店先
Prosperity at Owari・ch6in the Eastern Capital 
(Toto Owari・ch6hanka no zu)A View of the Hotei・
ya Dry Goods Store 「東都尾張町繁花之図J布袋屋
歌川広賃（初） ボストン美術館
布袋や冬物大安売り 葵泉 公益財団法人 吉田秀東緩京記念事業財団アド・ミュージアム
恵比須屋 笠広 公益財団ミ法人 吉田東秀雄京記念事業財団アド・ ュージアム
The Dry Goods Store Ebisuya窓比妻子屋店先 富士川盟国（初） ポストン美術館
ゑびすや店先 渓斎英泉 江戸東京博物館
岩城升虚 菊川英山 公益財団ミ法人 吉図秀東雄記念事業財団アド・ ュージアム京
Store Front of the Clothier lwaki Masuya 歌川広重 Chazen Museum of A同・大英↑専物館
岩域升屋店前之図 貨幣博物館
「束郡見立呉服屋八景j「岩城升やの落雁J 歌川笠国（初） 早稲図大学演劇↑尊物館
－絵師のl!:{t数がIVJらかなものについては（）で示した。
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呉服屋
越後屋
越後屋
越後屋
越後屋
越後屋
越後屋
越後屋
越後屍
越後屋
越後屋
越後屋
越後屋
松屋
松坂屋
松坂屋
松坂屋
大丸
大丸
白木屋
白木庭
白木屋
白木屋
白木屋
布袋屋
布袋屋
布袋屋
恵比須慶
窓比須屋
恵比須屋
岩波升慶
岩城升屋
岩波升昼
岩城升屋
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た。（八巻俊雄「江戸期のプランデイングJ
rAD釘UDIESJ、公益財団法人吉田秀雄
記念事業財団、 vol.3、winter、p13、
2003) 
18）白木屋は、越後屋、などと同様の広告戦
略をとるとともに、白木屋の名水が提供
されていた。
19）「越後屋（現在の三越）が、 1683年に広
告効果測定をしている。越後屋はその後、
江戸時代にも 3回の広告効果測定をし
ている。」（八巻俊雄「江戸期のプランデ
イングJrAD STUDIESJ、公益財団法人
吉田秀雄記念事業財団、 volふ winter、
p9、2003)
20）喜多川守貞『近世風俗志j、東京、魚住
書店、 1970、p566
21）『女重宝記J（元禄 5年版）には、「時の
はやりもやうは大かた喜子舞伎しばいより
出るなればJ（苗村常伯『翻刻女重宝
記男重宝記：江戸時代における家庭教
育資料の研究』、東京、日本私学教育研
究所、 1985、p28）とあり、流行の模様
の大半が歌舞伎から発生したものであっ
たといえるo
22）正徳五（1715）年、「坂東一幸曽我」に出
演した二代田市川園十郎の笠には「寿J
の文字が入っており、これが本町二丁目
の寿の字越後屋の広告であったとされて
いる。また、寿の字越後屋は、他にも引
札の配布など、広告展開を行っていた。
（松宮三郎『江戸歌舞伎と広告j東京、
東蜂書房、 1973、p118-12lo編集部「江
戸期の広告江戸時代の広告活動jrAD 
STUDIESJ、公益財団法人吉田秀雄記念
事業財団、 vol.5、summer、p8、2003)
23）表3.染織技法や服飾名を外題に入れた演
目。
24）描かれている三人について、中田は「富
士の見える江戸名所にある越後屋の前に
いるのは、遊廓、商家、役者とそれぞれ
各界の代表的三人美人だろうか。Jとし
ているo（中田節子『広告で見る江戸時代j
東京、角川書店、 1999、p93)
25）表4.役者が役者模様の服飾を着用して
いる例。
26）『手前味噌jには、「上下は鴛茶、鶴ぴし
小紋、肌ぬぎの橋祥、緋ぢりめん、大丸
より取りょせしが、表だけで代金三両三
分だといふ故、あんまり高いもっと安い
のだといふo （中略）黄ばみはあれど夫
でよいと、買て仕立てさせ、着て出る。（中
略）蛍人は元より懸りのものまで気をも
み、浅草中の呉服屋を探したれJ（括弧内、
下線部筆者）とあり、大丸や浅草中の呉
服屋とあり、呉服屋の名前を確認するこ
とができる。（日本演劇文献研究会編『手
前味噌j、東京、北光書房、昭和 19、
p516-517）また、『市川柏進舎事録jに
は「出入の呉服屋則駿河町越後や江早速
人を遺ひし、衣裳の相談に掛りけり。J（括
弧内、下線部筆者）とあり、越後屋の名
前が見られるo（森銑三・北川博邦『続
日本随筆大成 9J、東京、吉川弘文館、
1980、p328)
27）「有名な役者や人気役者が舞台衣裳に使
用した模様が観客の関心を引き、話題に
なると役者がこれを手ぬぐいやゆかたに
染めて配ったり、呉服商がきもの柄に写
して転売した。J（長崎巌『きものと裂の
ことば案内j東京、小学館、 2005、p62)
28）白木屋『白木屋三百年史j、白木屋、
1957、p217・218
29）藤津は、「作画には、「見立（上演前に作
画）J、「中見（芝居を実際に見てから作
画）Jというこつの手法があり、新作の
芝居は主に「中見Jで描くとされる。だ
が、実際に調査してみると、新作の芝居
でも「見立Jで描かれる場合が多いこと
も確認される。つまりは、新しい芝居ほ
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歌舞伎と芝），！；• . 役者－絵における広告的役捌
ど人々 の 話 題となるように宣 伝する 必要
が ある ということではな い だろう か 。J
として い る 。（藤淳首 『浮 世 絵が創 っ た
江戸文化 j、東京、笹l:rJf!J:院 、2013、p191)
30）藤部は、 「役者絵の制作は、歌舞伎と 役
者絵を 愛 好 する享受者と、 その欲 求を満
た す絵師、版元 、そして芝居 ｜則係者 と い
う、 ，m者の利 害 が合致 し て行われていた
のである。」 としている 。 0焼却苗 『浮 世
絵が却jっ た江戸文化 j、東京 、 笹・IUt'_r-院 、
2013、p192)
31）浮世 絵 に拙かれた呉 服 屋については、前
倒 住 ） 16が 挙げられ る 。
32）長崎厳「江戸時代町人女性のファッシ ョ
ン．小布hの変越と肉経浮世 絵 に おける服
飾航'fi.・Jf肉 筆浮世 絵 と 江戸のファッシ
ョン－ IJ・人 女 性の美 意識j、 ニ ュ ー オ ー
タニ美術館、2009、 p36-38
23）表3.泌総技法やJ[l飾名を外泌に入れたが｛目。
［江戸］
年度 卑直 月 劇場 外周 服飾 続法 色－ 他
埠曜 耳寵 月 劇場 外題 服飾 敏治 色・ 他｛租圃｝ ｛西崎｝ 楓樋 （租店｝ ｛商店｝ 自陣栂
Z繍9’696 6 山村 お〈・IJ袖につ曹 袖 1 中村 若極口舌稽 帯
z槽叩 1697 7 中村 拘置の短小袷亮 小袖 宜保2 1742 1 中村 乱鍵亜細韮 笠
Z栂13 1700 1 山村 車をつ、む花子町小袖 小袖 1 市村 組抽f冒回曹 担袖
Z繕 14 1701 5 山材 大砲冠二置.. 取 大砲竃
宜保3
4 中村 若偉ロ舌帯 帯
元禄15 1 山村 策礼鋪曽寝 ’743 4 市村 • CL回目的｝ 富士腹帯1702 姐 ” 元禄161703 ア 中村 健保昌 鑓 宜保4 17叫 4 中村 E衣車升震 衣
宜主2 1705 2 山村 けいせい吉·~ 盲轟捻 I 中村 女帽廓量溝 帯
重量a 1707 11 中村 圃防内侍膏書館 銅
亘草2
1 市村 E卿阻常信 望書・栂
宝最5 ’745 1708 11 a回 世ニ貸人鯨宵鈍 鈍 5 J:l回 思衣相町山監 衣
宜主7 1710 5 中村 店蝕＋ニ段 唐』量 8 中村 淀挽ェ庖量 連挽
車保元 1716 市村 値観奥州壷 鑓
証車3
1 n図 即断鹿子＋ f量 鹿干
錨 ’746 7 市村 E衣寝立紬
車保3
11 D悶 前九年錨鰻 衣’718 市村 証草4 江戸繁復元首夜 江戸続Itいぜい常陸膏 帯 1747 1 a図
草保4
6 市村 かぶと e，品主 1 中村 鏑甑値曽寝 錨
1719 
日本掻諸白始 撮袖 1 市村 壇凡町昌世羽峨 羽瑚7?ロ困
車保5
5？ 窃図 お挽久舷〆や中検ノ自腹 訣 Il 4 市村 園自肘卯花隈 花賞
17初
7 中村s a悶 大館冠 大・冠 軍区元 1748 連拾三贋壷 ii挽
車保7
1 a悶 初・tもみじ｝鐘曽寝 鐘 7 1l図 !I:骨． （たづ＠｝ 挽骨
1722 
8 ＂＇村 花毛眠二つI稽 自市村 ュ代自白帯 三代染1/11苔
軍保B 1723 ’ 中村 帯曳男錨 帯 9 ll困 ll繍． ｛おとめ｝遺行 ll袖
車保1 1726 3？中村 長すへ岩ほの量在着 者量竃 2 市村 I!裏側苔結 衣
中村 紅挽九代狩宜 狩衣 紅挽 寛匡2 1749 2 市村 !I:骨宮古鶴 娩骨 舗
軍保15 1730 7?市村 心ゆil行自小泊 小袖 11 市村 三置腹絶紛 ニユ•R
7?市材 1:Bの閤園小拍車行 小袖 ’ 市村 きかおもだか鑓兜 笥 ・曳
車保16
中村 首途畠帽子下地 島帽子 3？市村 たがそであいの山 たがそで
173’ 2 市村 置‘3 5 市村三っかさね霞謹韮 翠 17羽 名所のぬり豆 韮
事保19 1734 1 ＂＇村
小袖もヤう 小袖 もやう 7 市村 ュ置腿絶鮒 三軍鶴
11 中村 車・子富岡炉.. 取 a干 11 ll悶 初置佑人袷 抽
車保2。’735 3 中村 鏑信組郷銅 錨 1 1l図 湾臨漫周飽 館
車保21 1736 I 中村 週tlll曽我 鐘 I ll図 暗冨眼慣帯 帯
元文2
3 河原崎濁浴衣地主篠 浴衣 1 ll回 富時爾裳浪 a 
1737 宜店元土佐 首捻野中白岡井 筒挽 C:I量4)’751 2 中村 伊E小繍商売鑓 小袖
元主3 1738 ？ 河原崎 足利後＂平手踊 足利挽 5 中村 思女房白色分手踊 染骨
’ 河原崎 む吋んのかぬ右目帯 帯 7 中村 車女房按分乎踊 自駐骨
元文4 1739 5？河庫崎虚誼宜符門 虚衣 川 中村 ヨド領陣本自E 検
11 中村 郎自駐車齢本 en骨 2 中村 京鹿子組道成寺道行 鹿子
7 中村 宜々古，HI 衣々
宝甑3 1753 
円 市村 冠飽和蝿主 湾
元文5 1740 
7 河原暗 常檀帽・ tていじよ＞• 2 中村 江戸竃干現温鼠寺 魔子帯
’ 中村 宝Jf4 17副 4 市村 捜査手軍司 衣腐の陣 蝿宜保元 1741 2 中村 ・3量一事傍 •!I:! ’ 市村 娩・ ｛かたびら｝勘介島 か止!I;1 自世（量宜6) 主JIS 1755 
9 市村 事衣費立制 衣 6 中村 江戸店子松竹岡 魔子
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年置 卑竃 月劇場 持層 “ 館法
色－ 飽
年鹿 年車 月雌場 舛E 11a ll~邑 色－ 他｛駆車】 （冒Il II樋 ｛鞘圃】 t百店） 積極
主85 17弱 1 B国 大伴楓主車帯‘ 軍帯 明和B ,n 8 市材 吋いゼい名舗帯 帯
宝眉6
3 中村 三・唖小袖 小袖 2 市材 撮抽彊更衣曽寝 煩抽
17鉛
1 中村 符門起草掴 軍駐曹 4 12悶 E官房染升手綱 接骨
2 咽輔 除手綱初午．費 自信 安最元 8 12悶 吋いぜい紅震構 檎
5 市村 絵手踊初午’寝 喧注 甥鞘9)
1n2 
吋いぜい虹ll摺宝踊7 1757 9 l1図 信
7 市村 克翠氏鍾自 箇 1 ＇＊＇村 大舗海老同宿場 鑓
4 中村 副島づ〈し 自駐 11 ll図 置花錫狩衣 狩衣
宝＇118 官吉畠 9 V宮村 銀法引手綱 主 安承2 1m 4 l'J回 小拍車いろ1:ie ’l‘補
1 市村 花吹雷富士曹茸 韮 1 ＇＊＇村 御践!I曽寝組理室 割銚!I
I 中村 宜宿揖曹戸帯引 帯 1 中村 五衣帽の晶 五衣
3 恵国 週行説盤所組加賀茸 箪
1 市村 制鹿子伊遭捻曽寝 店子・
6 市村 立図川死置小抽かけ合 小袖 伊遭染
宜Jl9’759 9 市村 小袖抽狂之段 小袖 3 市村 花信＆!Ir島帽子 島帽子
日 中村 置花芳野帯 帯 安最3 1n4 ・子ー
1 市村 阿国捻出世湾台 自駐
3 市村 随店干伊遣鎗．寝
伊竃鎗
轟回 式場宮唱錨 個 4 中村 揖餓!I・寂鑓il, 揖民染
宝厨叩
現回 車女房後骨手綱 IQ'骨 5 中村 車官房染骨手綱 捻骨
1760 
6 市村 館書且耳国主総 韮 円 中村 虹寓捻． ［〈さかり｝剖 鎗
1 市村 鮒島帽子照賞蛋 凪帽子 11 市村 風流錦雌袖 飽抽・銅
I 市村 江戸紫捜z曽寝 江戸紫 安永4 ,ns 9 沼田 檎襖樋四季色歌 袖
3 市村 帯周 （0曹） -Ii銀 帯 I 事図 神託千早町橿袖 銀袖
主E11 ’761 5 帯約 三重穆鋸野田鍋繊 帯 I 市村 袖梅鳳町長すへ 袖
8 市羽 袖の書 抽 2 市村 江戸自駐車便 江戸捨
書図 置昔車山捨 車山染 6 ll図 車官房染骨手綱 IQ'骨
2 ll回 値袖花田相韮 茸 組織 安色E 1176 s n図 茜自信浮名伊遭軽 相 薗染
宜居12
2 12困 江戸鹿子篠鏑λ 鹿子 7 ll図 fal!捻宜占 指使役
1762 
4 市村 摘便換女占事量おとり 笠 自 a図 I！便IQ'
8 中村 所縁館加賀’舗 踊 9 12図 指慢染宜占 指榎染
2 市村 帯引小娘昏 帯 1 ll国 抽傘極手段 抽
5 中村 暗雲車．捻 A§陸 ’ 盟国 江戸続小袖圃寝 小袖主Jf13 17図
9 中村 • ＜いわた｝ 帯紅東）｛ 帽 2 沼田 江戸錫小袖圃寝 小袖
11 12図 事情11&,1咲
‘ 
3 12回 江戸鋭小袷・2聖 小袖
2 車闘 櫨値18.曽寝 阻袖 安永6 1m 3 中村 値凶花掻袷 橿惜
3 ＇＊＇村 車若草卯月染衣 挽宜 5 中村 111花掻袖 掻袖
3 市村 江戸染曽我躍形 江戸挽 9 中村 庫女房換骨手掛 IQ'骨
4 市村 江戸鎗曽根組形 江戸総 1 市材 ’色衣店英 衣
4 市材 橿袖東海道 銀袖 2 市村 宜紙子且やとくらん 紙子
明和元 日制 4 市村 留袖浅間厳 留袖 3 中村 直後野中町周井 竃挽
5 市村 E女贋染骨苧圃 染骨 3 ll図 壇漏兜軍E 哩E
6 中村 大曙宮噂鑓 錨 4 諸国 壇漏兜軍配 兜
7 市村 車女房染骨手鍋 染骨
安是7
4 市村 女狙鍋花笠 箆
8 ＇＊＇将 倒的冨 袖 ’na 花倒僅袖念 燭袖4 市村
1 市村 めりやす袖時雨 檎 5 市村 江戸甚浪花柑子 柑子
9 DBI 雌肘つずれの銅 鏑 日 中村 八百屋必七車江戸換 江戸染
明和2 1765 11 中村 ＇！－至摘値袖丹前 筒袖 自市村 E宜’換骨手飼 捻骨
11 ll回 絵骨韓島. 染骨 1 ＇＊＇村 信表石窓御用語 個所絵
明細3
7 中村 凡百畢8七草江戸鎗 江戸絵 安量亀 17乃 1 市村 濁邑江戸fi 江戸繁
17酷
7 中村 車女房IQ'骨手創 後舟 3 市材 女’神潮川帽子 帽子
4 中村 掴綱名所壕 袖
安~9 げ剖
5 市村 宜伊遭漬花帽子 帽干
司時和4
8 中村 安かつ曹且電車 衣 4 中村 子a,1,.11士銀袖 史観袖
1767 
1 中村 文平毘蛾銀袖 揮袖 天明元 5 ＇＊＇材｛曹,le10) 1781 干.晶眉大盗袖 大担抽
1 市村 橿植草早咲 揖袖 5 中村 車宜房自主骨手綱 古島骨
明和5 押印 7 ll図 伊遭損舗曾祖聾 1車慣揖 2 市村 隅回川棚伊it衣 衣
3 市材 曹の柚 袖 3 市村 隅悶Jii，伊遺書 賓
97轟図 今昔車山IQ' 車山IQ' 3 市村 隅図111•伊ii衣 衣
明朝6 1769 1 中村 .-1:持衣 狩衣 3 市村 IIl9商圏亀山IQ' 亀山IQ'
1 ,P材 紅車賓館釣置’ 夜’
究明2 1782 
7 中村 伊遭染仕形筒釈 伊遺捻
1 市材 色息子紅旗狩衣 持衣 鹿子 9 中村 伊遭徐仕形鴎駅 伊i!!'
明和7
1 事国 11駐厳王檀 錦絵 ’1 中村 五代濠氏買甑袖 鍋抽1no 
1 富田 頗見曹聾鍋徳取 帯構 1 市村 抽ヲl観砂薗 補
2 市材 主也十軍指 福 8 市材 Itいぜい極主辻 属衣
4 ゆ柑 担茸江戸宮町 江戸需
克明3 1783 
S 市h材 車庫子鯛週成号事
明朝B’n1 息子7 盟国 由直面持七野車膏 車” 4 中村 ..袷掴衣 姶·•書
7 中何 田村店七量寝 七量眼
克明a 1784 
直信錨5 12周 餓
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歌舞伎と~，..：－ ・ 1文.e・絵における広告的役割
尊竃 卑竃 l 劇場 持題 “ 続t量
色・
飽
尊重 茸竃
月劇場 封思 服飾 館主食 色・ 他｛鞄Il f菌店】 績樋 ｛担Bl ｛商厨｝ 観樋
車女房S白骨手綱 一 』「7 a国 自骨骨 3 a回 伊遺衣書白幡好 F竃童書
天明4 口担 9 ll回 隆摘＝銅鎗 飽袖 4 a図 軍属子姐道成寺 鹿干
刊中村 寓図帯閣の組打 帯 ll& 1 17拍 4 市村 袷小袖血申染色 袷小袖
3 鋼 江戸仕立回七踊 図セ鍋 5 ll困 京鹿子組道成寺 鹿子
実明5 ’765 
4 銅 江戸仕立回七舗 団セ舗 9 市村 江戸智男鑑 江戸繁
9 ゆ村 組合撞直舗 ” 1 中村 帯周 （U-宮）花属小梓 帯1 中村 置渇竹蟹袖頚氏 揮袖
寛政 12 3 
＂＇村 量計高尾伊遺検 伊温挽
2 a図 担補白骨骨道成寺 揮袖 挽骨 1800 11河原崎 里神串帽子初花 帽子
天明6 1786 1 中村 鵠沼富芳野姶温 袖 11河..崎 珍量管掻袖 撮袖
1 a図 冨容形麻衣 府衣 3 市村 続儲雌世帯 司島
2 議図 車胞子鑓遭成寺遭行 血子 5 河原崎息泥百回染 宙開鈴
2 轟悶 車庫干ti遁.6lt寺 魔子 5 河原崎 図書検拘置 悶書娩
2 中村 婦女御帯・ H》宮｝
’ー
車初完 1801 9 中村 複袖掴図川 揖袖
英明7 1787 Iii瞳1割
3 摘 七Rlt:趨形 七蝿 1 中村 孔査後． ｛しんぞう）釦 孔面換
4 中村 乱世7E色衣 安 1 市村 E覆命時雨揮抽 姐袖
5 柄 恋女房染骨手綱 徐骨 1 河原蝿 亙の鈴懐橿袖 橿袖
置E量元 1 市有 惜の梅 抽 3 河原崎 結髄鹿子道成寺 鹿子
E王朝9)1789 4 河原崎 鹿子1 a図 壇漏兜.Ii! 兜 結蝕鹿子道成寺
1 ＂＇村 署鑓伊遭染曽我 伊遺換
車和2
4 中村 組事袷小袷 袷小袖
2 中村 響錨伊温染曽寝 伊遭l!
1田宮
5 中村 E察団七絹 回七踊
宜政2
3 中村 曹鑓伊遭皇陛曽義 伊遺』島 6 中村 E女房染骨手綱 換骨
1790 
4 中村 曹鈍伊還後曽寝 伊遭鎗 1 中村 檀!Iかさねそ
5 中村 曹舗伊運捻．寝 伊i.l捻 2 中村 伊遭給仕形鴎釈 伊;a捻
5 中村 伊温染曽我まつり 伊温染 2 市村 江戸需由線十億 江戸宮町
1 中村 うわ帯 帯
車和3
4 ＂＇材 仲道鏑t曹多今組 f，，今崎 仲蔵繍
2 市村 慣曹・ （IJだしの｝揖繍
1803 
情書今組 仲嵐舗揮袖 4 ＂＇材 仲起錨博多今崎
軍政3
6 河原崎 宜i'I高麗星経醐 直Ullll 4 中村 闘車紐鋸卵白花 鑓
1791 
1 中村ア 河原崎女i'li斑畢経揖 直凪IH縄 よしゃ男憎’帥 抱
B 河原崎女遭高鼠置経悼 高且IHI・ 3 中村 花壇鹿子遭1<<¥ 踊子
9 河原崎女；］！高層屋経錫 IUHII 3 河原崎 事衣儲花王 衣
3 市村 ニ量得花0)潤色 帯 潤色 文化元 5 中村 耐射・ （しゃうぷ由）岨帯 司島
4 河庫崎 千早掻袖の術書 姐袖 ｛車和4)
1804 
5 中村 帯 畠子花箆鹿子遭成寺
’1&4 1792 
4 河原崎 社若七貨の白書衣 七置の
5 守図 袖扉且色印 袖
染衣 11河原崎 富握袖山姥 温紬
4 河原崎 車衣繊初綜 衣 文化2 1805 2 中村 晶帽子紐解書置 島帽子
軍政5
2 中村 文紙衣事不一座 抵衣 3 河原崎 京鹿子娘道底寺 鹿子’793 9 河嵐崎 江戸鴛畑道成寺 4 ＂＇村 摘の海江戸常
文化3
抽
綱 対面積抽阜のつも忽
1副)6
4 湾原蝿 壇渇兜.Ii! 哩E組楠
軍政6 1ア94 5 河原崎 窓女濁綾骨手綱 Il骨 9 市村 峰合樫慣S串 ” 11河原崎 訴陸軍鍋島帽子 島帽子 3 中村 助六留のニ軍帯 l 
2 綱 凡百置お七E江戸染 江戸l! 3 市村 花三升玄平往撞 ュ升
4 議浴衣 浴衣 文化4 1l到07 4 市村 現行菜樋a a 
軍政7
5 網 五月帯鍋田短在 帯 5 市材 車庫子鏑道成寺 魔子
1795 
1 中村 撮袷6 栂 E緒便贋童小館 小館 進行量漣花揮袖
7 舗 八朔白量垢 自掴括 1 市討 前初旬帯型 帯
9 都 E’I、抽抽狂 小袖 1 河原崎 白書槙樋蜂宵門松 l! 換幌機
2 u 帯主笹川水 帯
文化5
6 中村 白骨損樋揖背門伝 換 l!I樋
2 u 車庫子組道成寺 1叫8 檀圃 ｛からt幻想匝女 慣店子 6 諸国
軍政目
3 u 車庫干館温思考 鹿子 9 中村 E女房染升手綱 l!骨17回
3 河原崎 亀!Ill富山葺 1 市村 色紅葉由縁持主 狩衣鍋
4 fl 軍鹿子規道成寺 鹿子 3 議図 其往智恵江戸挽 江戸染
S 欄 壇浦兜軍配 兜 6 市村 日本銀抽鎗 錨袖
4 綱 江戸骨量姐道成寺 江戸情 文化6 1809 6 市村 御祭礼繍'f幡干 冊子
4 鋼 温行咲初花信袖 揮袖 7 中村 恋女房染分手綱 染骨
宜政9
5 綱 江戸儒姐温暖寺 江戸綜 1 河原崎 初漂冨花田抽韮 袖
口唱7
5 欄 遭行咲初花蟹袖 揮抽 1 中村 鍵曹筆名物魔子 鹿干
6 観 大塔宮岨鑓 錨 4 中村 抽濁而須鹿乱濁 惜
9 Il 思尭摺形見狩衣 押衣 文化7 1810 4 市村 沢:Ii鹿子道成寺 息子 沢指
綱 ’衣蛤’j、袖曽寝 ’i‘抽 6 市村 間爾轟白書桜 ．換
3 綱 四つの抽 袖 7 市村 間扇量換館 ・l
軍政10
3 網 進行禁極書 a 5 市村 智駐文仕入茜換 首捻1798 
5 綱 7 市村置賓鎗小袖曽衰 ’l‘抽
主化目
民帯一寸膏兵衛 帯
瞳合置慣銅 ’81 a n図 温冒裕置慣謹直 ll 帯血7 n閤 蝿
9 指図 軍袖隅園川 国袖 10 n図 江戸緊諸石男盟 江戸常
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卑竃 ~膚 月創唱 封． 服飾 償法 色・ 曲 S車庫 2李宜 月車場 11• 回箇 箆法 色 － 億（相圃） （百•1 積極 t相車｝ ｛置宿】 榎組
ド＝＝ 』｛ 3 中村 週行指揮袖 彊袖 2 市村 壇浦兜軍配 " 3 中村 似腎鹿干遭a寺 a子 3 市村 壇漏兜軍配 ’E 
3 市村 聾花江戸伊温1 伊遭白骨 宜雄S 1822 3 中村 綾骨怠:n色 S島脅
5 市村 餓絹子帯血 綱干帯 帯血 6 市村 出量合棺古浴衣 浴衣
4 中村 温行描揮袖 掻袖 1 II図 男帯 帯
文化9 1812 4 中村 亀山捻鶴切鼠駅 亀山鎗 3 中村 ’畠繍花伊遣自白 伊遭富島
4 中村 続鹿干温成等 鹿子 JU!t6 1823 3 中村 車庫子姐司E底＠ .干
ア中村 温行錯蝿袖 橿袖 自中村 聞注文高麗置舗 直量E鍋
7 l.図 車女，1骨亭鯛 倹骨 6 中村 江戸仕入団七鋪 回七繍
自園田 再往膏事江戸白血 江戸後
宜l!t7
6 中村 遭行辻花換 注花捻
10 筒埴 江戸情混石拘置 江戸鷲
’位4
6 湾康晴 伊温潜衣萄捻骨 浴衣 絵骨
1 ＂＇村 11!・帯虫 帯 7 中村 大曙宮唱箇 個
’ l.1! 例a，寝伊遣自白 伊遺S世 7 市羽 遭仔浮名σ3・B島 S駐
2 中村 沢膏・干週峰。 店子
宜融自 1825 
8 市村 仕入鞠遭理署置
文化10
帯 帯E
1813 
6 市村 尾上位緑義理醤 震週 5 河庫崎 大堀宮岨錨 鑓
8 市村 尾上位緑提漕醤 量E温 5 河原崎 車女甥白色骨平副 徐骨
9 中村 個名鰻尾花園袖 留袖
宜政9
S 河庫崎 ．合橿II鱒 ． 鶴
3 市村 隅田川花，．所設 自信
t陸宮
6 中村 鴛女伊＆!I 伊遭E駐
5 市村 自顧の蝿置入 自回 自河廊崎 週行濁川帽 滑川帽
文化H 1814 6 富国 車女房検骨手綱 険骨 9 河原崎 楓合置市舗 ． ‘ ア市村 画崎憎，踊入船 輯． 舗 主a10 ？舵7 3 中村 .子かさn小糧問面 檀 鹿子
1 中村 車女房捻骨司再編 槍骨 宜l!t11 咽お 7 中村 E宜’捻骨手鍋 後骨
1 中村 伊温n•寝橿JU 伊遭l 1 市村 量員軒記主将葺 狩衣
1 中村 摘筒．帯型 帯 天保元 4 河原崎 組問比腐の帯引 帯
3 市羽 紙衣男.園長刀 匝宜・・E (lra 13) 
1830 
8 市材 輔副置入帯且注文 ‘ 輯． 帯量
文化12
5 中村 句兄掴菖調格子 帽子 9 市村 画・入帯且怪文 司島 覇． 帯置
1815 
7 河鹿崎 量帽子不橿周圃 網干 3 市村 IQ骨草D色 後骨 窓軍事色
7 河原咽 軍帯地安売 帯
天量2
3 中村 E宜腸換骨平II 後骨
自河厩崎軍需地安売 帯
1飽1
6 市材 E溢喪国字’M2 ’i、銀治安
9 中村 ．合置制置鱒 鎗 1 市村 江戸好菊伊遭鎗 伊遺換
3 中村 車庫干姐遭慮脅 店子 3河車暗 軍a子畑道成寺 鹿子
3 I同 車庫干姐道成骨 鹿乎 2 市村 通行掻袖書 担匝袖
3 河原崎 圃場.比贋橋信 補檎 2 市村 繍曹副干遭感電宇 店子
文化13
3 河原崎 江戸綜平向七字 江戸鷲 天保3 1隠2 3 市材 綱箇川花御所鎗 揖班B畠
1816 
4 綱 軍鹿子園温威骨 鹿子 4 市材 周囲川花岡用除 揮所副量
a湾廊崎 局場首比民橋信 補槽 5 市村 周囲川花聞所1 掴所副量
5 河原崎 睡岨橿樋飾 ． 舗 5 河原崎 鎗情.摘のお色 :n色
9 中村 橿量・菊月 慣 ’ 河原崎 其往膏車江戸換 江戸徐
1 中村 ’l、袖l:ltl字入 小袖 II ， 市村 壇漏兜•e 兜
文化14 1817 1 河鹿崎 狩衣花此頃 持Jl( 3 市村 壇漏兜軍配 ’E 
10河庫崎 車宜’S骨骨平副 検分 天保a 1833 5 湾廊崎 玉虫前御贋公回 公限
2 a, 週行帯主冨空鯛 冊 5 河原崎 衛兵衛菖蒲帽子 帽子
3 Il 小僧絢ぐるひ ,J、禍 5 中村 三録音掴存地富島 唱注
3 舗 務見町揖袖 燭袖 9 中村 a泊干鵬楓彊袖 揖袖
文政元 1818 5 中村 仕入鎗庸量li!R 自骨 5 市村 樋合橿慣飢 曹邑 鶴｛文化15)
s a図 直線栄丸松 •1骨 王保5 ’関4 6 市村 慣量艶仲町 複
9 中村 花三升謝野 三到，葺褐 9 市村 かさね粥綱川猿 染
山河原崎 思宜!Jili骨手綱 鎗骨 5 l.図 館帯色織骨 館帯 組
1 中村 ’Z宣車高峰背組帯 帯 7 市村 色羽二置僧形換 自由 羽ニ賃
宜政2
5 玉川 同柳若蔵加賀鎗 加慣挽 実録6 ’835 6 中村 場浦兜軍配 兜
18’9 
6河原崎 畢鍋』轟鏑伊;a捻 ’司I!融 直樋栂 捻積舗録宵門松10 中村 染 換積極
7 河原崎 鰻袖11m川 揖袖 1 市村 補濁而規副乱蹟 袖
’ 中村 仕入・我唐金鎗 庫金捻 3 l'I国 壇漏兜軍配 兜
’ 河原崎 帯庫品胴札 事 帯且 天保7
9 市材 檀樋樋繋樋 檀慎繊
2 河原崎 其往昔臨江戸挽 江戸捻
1836 名11•幡宮摘曹9 l.図 名恒置帯
主政3
3 中村 温行濁川帽 濁川帽 11 中村 格主従川水 帯
1820 
3 玉川 桜濁古事伊温換 伊遣自信 4 a悶 初姶雇五組 袷
3 河原崎 隅田川花園用自信 個所挽
天保B
日 河原崎 神高唄千早煙袖 揮槽
4 湾服暗 壇浦兜軍配 兜
1837 
10 市村 江戸組連理事圃 帯 江戸崎 帯置
7 中村 直槙l古手返 刊E掴樹 1 市村 江戸樋遺理帯血 帯 江戸崎 帯血
3 河原崎 信ュ升鍋日目At-? 三升 I 中村 帯主川情構 帯
文政4 1821 7 河車崎 玉置前圃国公鳳 公館 天保9 1閃8 3 市将 向担額栂沼氏’E 辺氏鷲
8 中村 仇絹岨帯且 帯 ’E 4 河原崎 檀鴻兜軍E 究
ll:l!t5 1822 2 河原崎 助六情のこ量帯 帯 天保10 1639 2 中村 富士麻且四・帯 帯
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当事薗 年置 月劇噂 丹周 服飾 益法 色－ 他
年置 年度
月劇帽 封－ a・ 信ii 色 － 他｛相II) ｛宮店｝ 横繍 ［担車】 ｛置厨｝ 償組一＝ 3 市村 軍a子組温良守 店子 2 湾飯崎 車衣.量S世 衣 庖量副島
天保10 1839 8 河原崎 其往昔車江戸染 江戸換 3 市材 車庫子鎗温暖竜寺 a干
11 ＜！＞村 壇浦兜軍E 兜 轟~5 3 市材 量権問の小在衣 喧R1852 
3 河原崎 由主主帽子帯血 順子帯 帯置 5 中村 慣置恕といふじ 憤
実保H
4 市材 E女別挽骨平綱 染骨 5 市村 圃複閣の小夜衣 衣
18'10 
6 中村 温浴衣一対色I 9 1町村 置陽小袖宵宮雌浴衣 色揚 小袖
1 市村 商花道盟袖 揖抽 ・~6 1853 1 中村 司降廊ニ升伊遭染 伊溜換 よユ升
天保，2
4 中村 IJINI恒三升花衣 衣 安政茸 5 市制 壇思官房染骨亭綱 挽骨
’8'11 1 1材 筒花道揖袖 !I最7)
1854 
6 中村 壇漏兜軍E ’E 彊抽
4 河原崎E女房染骨乎鯛 自書升 安政2 1855 9 河原崎 蝿醤亀山~ 亀山~
天保凶 3倒2 6 河原崎 影楕痩花帽 帽 9 市羽 心中玉露自，l‘抽 小袖
1 市村 増樋兜軍配 兜
密政3 1858 
10 市材 名古..丹前町名古里帯
9 河原崎紙此薗狩衣 野聖 1 市制 阻小級車君事時形 血小銀
天保M ’843 
10河原崎 此直径狩衣 持衣 安！＆4 1857 3 市村 限小級車君新形 思•J 、llt
1 河原崎 権軍法彊袖武蔵 橿抽 8 a図 壇漏兜軍配 兜
H 河原崎江戸紫興道成骨 江戸駅 2 中材 咽楓4量自駐車更量 鎗衣 晴償樋
弘化元
9 中村
3 市t"I鯛補擁瀬河 帯
｛頁盛時｝ ’8'14 玉置前富井公掴 公眼 10 中村 鑑抽安政5 1858 日本慣抽蛤
2 市村 岩井主帯〆如月 帯 10 中村 険分車工地江戸橿 江戸掻 挽骨
弘化2
2 河原崎 田注文紹子帯血 組子帯 帯置 1 守回 比贋観佳江戸挽 江戸挽
’制5 3 市村 軍.干鯛遭庭電F 鹿子 2 市対 小袖曽寝前邑I 小袖 I 
1 中村 聞注文綜宵組帽 帯 4 市村 世界袷償金小股 袷 小館
3 中村 理怠の蝿抽
安正量6 ’田9
ア中村 開削il世江戸復顕槽 江戸温
弘化3 ’S岨 4 河原崎壇浦兜軍配 兜 9 市村 日月畳昼夜細分 量夜組
9 河原崎松竹摘v加慣挽 加賀挽 1 中村 仇鮪隙，，，. 帯
弘化4 ’8'17 8 中村 壇浦兜軍配 兜
万量元 1酪O 3 中村 車女房挽骨手綱 換骨（菅直7)
置車元 1 中村 檀＝•摘砲兵衛 纏 3 守回 対的組韮 al'i 
｛弘ftS) ’848 3 河原崎鑓富山信’所自信 国所染 文久元
1 中村 耳往昔E江戸挽 防量2) 1881 
日守園 打揃朱煩抽 揮抽
江戸換
事量2 3制9 4 中将 沢喜青色氷上 沢智 1 中村 佐~II・技館換 論
日中村 憎し〈’れ ，． 主弘2 1鉛2 9 市村 江戸a子＝人道慮寺 鹿子
高最3 地印 9 河原崎 追普兜軍記 兜 1 中村 晴車白色道衣 溢衣
1 市村 買八丈ニ筋担鍋 慣A宜．岨 2 市村 圃殺崩償問所~ 間F肝自陸
4 中村 彰曹Jiit鎗浴衣 浴衣 文久3 ’883 5 中村 菖蒲浴衣江戸干錨 浴衣
事量4 ’851 
5 市村 E倶姐掻檎陪柑 掻袖 6 守岡 自匝揖解脱σ3蛸川 1 
8 市村 沢紫色本上 沢訴 慶応元 8 中村 上総檎’l、館2緑地 小館 コド嗣
9 河原崎E女房換骨手綱 染骨 ｛万端2)1885 8 市村 商港衣汗冒 溢衣
1 市村 車損冨・自白 量染 慶応2 時節 4 tド村 魁花岩尾伊遭鎗 伊遭挽
•ifcs ’852 
1 河車崎 車衣贋金換 'I 居金繰 慶応3 t師7 4 守田 九字底帯銅斬穫 帯
1 市村 袖机値圏別納曹 袖
［京都］
2早直 卑寵
月網島． 外周 服飾 銀法 色 － 他
童手車 耳置
月創喝 舛姐 服飾 健嵐
色 ・ 他t卯車｝ （富町｝ 棋樋 ｛駆車） ｛西白｝ I舗
完掃3 ’S切 響 吋いぜい摘の渇 抽 車保13 1728 2 z白僚主寓紅ノ換糸 J快
元幅S 1695 7 圃授たゆふ自由 たゆふ控 車保M ’729 鏑悶（8）掲布綾 鎗
Z禄15ロ02 1 蜂入小袖 小袖 車僚時 1730 6 壮士視4轟置帽子 帽子 壮士檀揖
宝晶3 17儲 1 ~六＂＇中伝子謹 紙子 事録時 1733 4 甫冨 苅置卯花衣 'I' 
宝生4 且りうσ）,Sいの摘しゃ
元文2 17古7 1 子教盛血汐ノ鍍篠 i>lK 
’707 7 んとした立すかた 抽 四天王骨女”衣 筒衣:n;:£4 ’739 7 
宜,fc7 1710 1 腫袖摘般紙 阻袖 7 大嶋君西日置明信 大慣冠
正甥2 傾嫌鶴田阻帯
元文5 1740 g 
大塙宮噂錨 錨’712 2 帯
車保元 ’716 けいせい舗ノ虚衣 麿衣 飢 宜保元 2 伊遭’l‘袖健腎ノr.; 小袖
日写燭抽曲 銀抽 ｛売文6)
1741 S 
使ラ，a忍阻帯 帯
車保3 1718 
子.之鎗格 貫録2 今纏台買島 今組12 帯 1742 1 
車保4 1719 飾車掲布挽 染 宜保3 1743 3 閉 値岡京冒随 担抽
吋いぜい換色山 染色 5 聞 潤色江戸需 江戸需
車保7 1722 量草元
" 1 男慎畿二彼帽形 男圃憾 I置惇4)1744 7 薦 吋い位い比贋兜車保B 1723 7 大ll宮嶋鐘 笥 1 北四 11•岨峠宵店踊 情豊a
事保10 1725 12 河州石川白骨 石川徐 1 北西 吋いぜい宙開提 宮岡娩
事保1 1726 ’2 大塔宮唱箇 舗 直車2 1745 4 甫 噂，I、袖掛＝＇手 E 小抽
事保12 1726 大破~呉服車筒 大開封E 調圏直町 5 甫 陸袖宜寓平 Z量抽
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年置 左手直 月 創噂 持姐 館箇 館主轟 邑－ 億
埠竃 左手直 月 劇場 舛居 服飾 筒抜 色－ 他｛租店｝ 【商店｝ 機織 （拘置7 ｛西Ul 繊栂
軍属元 1748 1 北西 衣起草男量 衣 5 健鰻石川換 右川換
宝J:1>1: 1751 1 聞西 －児旭飽 ait 錫 6 北軍 健餓石川絵 右川換
宜扇3 10 北西 車女房自信骨手綱 染骨
置畿日 げ96
6 北東 其値古隠陪17幻 幡
宝廠5 1755 4 l!I 濁川~見錨 組 6 北東 三度笠 釜
軍属6 1756 7 北西 今崎峰雄結 今崎 組憧結 7 北｛爾｝ 自白慎栂鯨宵門松 換 役割樋
宝庫7 1757 5 聞 浪花後照礼織形 泊溜副首 軍政9 1797 日 開 傾櫨岬多細 憎多舗
主.us 17珂 4 北筒 雌植現在道成寺 揮袖 10 北 慎重勘助踊 勘助II
主119 1759 4 主 措置値量級 袷四 ・量銀 1 聞 1いせい信士銀目 大盤
宝厨10 17印 2 隅 車衣塗置のロ舌 衣 4 北置 大堵宮司直信 値
笠原111761 4 北 五月帯皆祖 帯 寛政市 17田 4 北軍 陽台揖柵餓 組 鎗
:1:112 
司直噂 大門ロ錨償 錨 1 北の野草下 組合橿II鶴1762 
事 鱒天神 自白骨
組 錦
車女房接骨平鍋
宝厨13 ’763 
1 間 aa子蹟道成守 a干 6 北軍 震祖裳 書
3 草 ；，：禅副首 ま：向後 7 E・韓国伊遺墨ti罵野信 薦郵揖
事羽二量掴罰冒 羽二置
寛政11’7田
7 六角’Eけいせい情事鎗4 糟~縄
明和元 17，制
後骨手綱 鎗骨9 7 六角’E置..今楓． ｛じよう，！，） 今僧 じようふ
明和2
6 北 京羽ヱ.償艶買 羽ニ置 3 剛 伊遭縫製情容鑑 伊遣自島
17釘
10 蘭 潤色江戸紫 江戸繁 3 北 伊遁』世契情曹鍾 伊遺徐
明細3
1 剛 遭仔干び曹のふり袖 ふり椙 4 Ii:・E・主平包噌鐘 鑓
1766 
1 筒
置il12 1800 
富鋼大包自信掴 大館 4 Il 車庫子姐道成等 直子
規制4 1767 10草野下大門口錨陸 錨 8 北 主平記噂趨 鑓
明和5 171随 5 開 S量償4革蜂宵門松 IQ 換機繍 10 北 園周畠抽花曹韮 韮
4 甫 橿袖天神配 燭抽 寛融年網か 贋金換 庫量検
明和6 1769 8 聞 軍平二葉舗 錨 車卯元
S 北 潤色江戸禦 江戸鴛 (Dt1J) 
1回1 3 北東 IQ債償陣宵門松 喧注 IQ＆樋
明和7 1no 6 置岨置亀E衣書店染 衣書 題検
4 Il 軍羽二重訴雌彪 羽二量
甚重量 軍事2 ’副)2 6 北 楓骨1111錦 ‘ 錫明和B 1n1 4 北西 小禍草いろは配 小僧 10 剛 役割栂鯨宵門紙 換 自島幌梅
q陸軍民z 1n2 3 爾 恋女房換骨手綱 自白骨 1 田園圃・吋いせい銚山錦 錦
5 Il 信温樟入舗 ． 
車和3 1803 
持丸.者金持剣
安＇k2
飽 3 剛 算
1m 
5 蘭 庖量徐 趨量挽 若.衣鰻畠山路文化jc 5 it 衣
1 北軍 吋いゼい花洛舗 t車f04)
1804 
置土At今値上布舗 9 温場 今崎 上布
安晶3 1n• 
7 北軍 :t平E噂鑓 鐘
主化2 8 北野下車女房染骨・＇！＇綱
2 北東 臨月山町臨帯 帯
1805 のn
IQ骨
安最4 1ns 
7 北東 明附置圃・｛槽11，たびら｝ かたびら
文化3 10 北地野カ甑 車羽二置斬！.＞傘かた 羽ニ置
安晶5 10 北軍 車女’染骨手綱 換骨
1806 
1ns 
安晶6 1777 10 北東 漬花白血門出大鑑 大観 量豊花絵 3 北 aa子細道成寺 鹿子
安最7 1m 1 欄 吋いぜい情多鰻 満，m 宜it4 ？凶7 6 草 集積樋飾宵門佳 自駐 IQ慎栂
5 同 Jilt且菖蒲律子 帽子 11 北 大堀宮噸鍾 掴
安最B 1n宮 10 北東 ゆみぜん検雌彫八量 ゆふぜん聾 5 北 ＂賓の 悲衣 衣
北軍 伊遺顕巾出入;I 頭巾 文化5 1808 6 北 京鹿子鎗道成寺 息子
安最9 官官白 3 it 車女’!Q骨手綱 自島骨 H 剛 車女房役骨手綱 富島骨
1 北軍 遭行月花富輝摘 揮檎 4 北 宮崎花園鶴鹿子 鹿子
天明元 1781 剛 世自紐 a量 4 北 浪花複血汐色調 橿｛費量1町
S 北 ．告1111闘 組 錨 5 遭喝 規花自白血汐帽子 帽子
3 北西 a拍子花田温袖 銀袖
文化6
6 北 l['l(i産雇金五段 衣甚
天明3 慣袖
18田
’783 5 北商 且拍子花白銀袖 7 北町唇E下l 像機樋峠宵門伝
北西 情，II 淘4・・
染 続繍繍
天明4 1784 4 北E E治安調十!S!Q 浴衣 調＋耳聾 日 北 敵討郡山後 Il!山挽
実明5 1785 8 北軍 主平毘瞳鐙 鑓 日 開 樋台置温飽 ‘ 鎗天明6 1786 3 北軍 優盛IQ鹿It凡量 優銀自由 文化7 ’810 6 liilll 花得掲布IQ 染
天明7
4 北西 掻合鶴褐宣 袖 韮 2 甫 館骨安栄餓 砲
1787 
1 北西 ． ［おし）副引也袖l 抽 複 3 it 喧滴兜軍配 兜
天明8 日明 8 北軍 l::jc!lU量分乎酬 染骨 文化自 ’81 5 Il 車羽ニ置l踊掴影 羽二重
軍政2 1790 7 北西 ・蛤宣町鑓 ． 鑓 B 北 大曙宮噌鑓 鑓
置政3
6 北首 思山絵 割山陵 川 北 軍魔子掴遭s寺 鹿子
17ヨ1
10 北軍 館討郡山蜂 S山蜂 文化9 ’制2 B 聞 E衣包ニ函 衣
買取4 1792 5 北茜 遭割111•信 信 f，置檀祖 9 聞 捻樋極蹄宵円低 自世 換慎楓
寛政5
3 北軍 遭行！.＞~白書標 S量 文化10 1813 10 蘭 換積栂蹄背門松 染 自白機樋m抱
6 北東 E衣書店染 衣書 贋金換 1 聞 沢健初七反 沢書官
置iil6 1794 10 車 ．合橿慣錨 買且 ” 1 北 車店干蝿週成号F 鹿子
宜政7 1795 
6 北東 圃買un格子 帽子 文化13 1816 4 道場 車女房後骨手車問 蛤骨
8 北軍 車女甥鎗骨平副 自世骨 H 北 融制櫨溜餓 舗
寛紋8 仔捕 5 北軍 健m石川按 石川徐 文化M 1817 4 l!・E掴匝鑓石川換 石HI換
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埠置 匁置 月劇場 外四 鳳飾 t主注 色・ 他 埠I 年贋 月劇場 舛周 a・ 館法
色 目
偽｛担圃） (IHI) 積損 ［相圃｝ ｛函館1 拠樋
4 中書島 ．合宿I舗 司且 錦 車 傾堤石川染 石川換
文化14
9 田園書圃宮古房総骨平綱 換骨 3 北 大和国首換 茜換
1817 
煙草書換鹿島／＼’11 北 優鶴挽 弘化2 1845 5 耐 大和国臨!I.' 茜挽
1 期 錦帰花!I.'骨平鯛 換骨 7 左宜牛 置土庫今値上布 今崎 土布
主政元 1 北 組合宿慣鈍 組 飽 同 宮川町 花畑企棺掲布捻 検
t宜化1日 1818 1 道場 時代・宜町銅踊 時代樋 白色分鈎 a 爾 E女房染骨乎絹
宜B:2
3 聞 吋いぜい石川娩 石川自白
弘it3
8 宮川町 1いせい挽骨輯 自島骨
1819 1846 
5 爾 鶴田ったかづら 鶴 10宮川町 集積栂揖宵円低 自島 !ltll繊
文政3
7 E橿賓圃 帽間土..今瞳上布 今峰 上布 1 北 車女房染骨平綱 染骨
1820 
8 北 大曙宮噸値 錨 3 宮川町 接観嶋崎宵門校 !It !It償繍
1 田園薗圃 織合宿I銅 僧 錦 3 在1t牛爾恋女房換骨平綱 染骨
主政4 1821 3 遭場 京羽二置新制f, 羽二置 弘化4 1847 6 問 大Ii宮噌舘 鑓
5 "' 
臨書花の圃 書量 8 ヰt 信満兜•12 兜
文政5 1822 ’1 司t 潤色染骨総 設骨 潤色 1 蘭 石川挽 石川挽
宜政6
7 E瞳膏園 軍縮使庖量小館 小回 2 宮川町 雌討橿掴鶴 錨
1823 
H 北 団満兜軍配 2 左宜＂＇兜 高晶元 昔八丈eua子 鹿子
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H 南 恋女房鎗骨平嗣 自島骨 2 Il 自監視偶蹄宵門松 挽 挽樋繍
主政日 1825 7 道場 置土ii今峨上布 今繊 上布 高最2 1849 4 司t 冒時花軍ua干 鹿子
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6 道場 伊遭組事錫魔子 膚干 万量元 8 遭場 伊遺書電車窓邸慣 穣包沼
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宜主7 17’O t 斬総則形長者
事 事政＋ニ段
疋型車元
t宝最8) t7tt W 抽日記
11 大名常鴎帯
正也3 17’3 t 興Ii畢図姐
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3 揖江 優岱換座監八量
ロ阻
3 中 文門ロIIRa子
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花周 踊λ慣櫨
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5 北新地 恋女房換骨平鍋 染骨 文政7 1824 9 中 E宜房染骨乎綱 挽骨
5 -. 大堵宮噌鐘 鑓 文雄自 1825 
5 "' 
IIM鎗座監I＼量 慢鵠換
車和3 18(抱 S 角 好調干帯置 絹子帯 帯血 xi宜9 1826 I 中 壇ノ浦兜軍配 兜
5 北領地 援護古手槍 幡 決強 xa 10 t舵7 11 竹田 車女房染骨手綱 割量骨
叩中 織音信情鈍 織 鈍 中 げいぜい軍陣．｛のだいり｝ 事抱
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主政 II
5 竹田 DI書便庖童小銭 小館
1828 
B 角 大唱宮噂箇 鑓文化元 4 中 恋女房副E分手綱f車和4) 時制 自信骨 事審;I:尭 吋いせい石川雄 石川線
竹岡 今岨よ布 今蝿 よ布 I 目許 遭行男女格闘揖 帯
宜化2 1副l5 1 -.立戸官官掴遭成守 江戸常 4 竹悶 ！！！骨総 換骨
B 角 女雇金111 鍋 天保元 4 角 大堵宮唱翻 鍾
文化3 10北鮪地市羽ー量新館理5 羽－・ （）：置13)
1830 
B 北新地恵古珊換分手綱 染骨1飢渇
文化4
3 中 II袖桜曹主 橿袖 8 北街地 総慎楓陣宵門松 自駐 換償栂1607 
5 北？ 検唖栂蜂宵門低 自食 絵模栂挽 続積極 9 角 換II織陣宵門紙
文化5
3 角 飽恨..袖 掴袖
2 ’‘ 
E賓花写給 衣1邸渇
うらみの車'l1 実保2 ’831 鹿子7 在
3 ＇‘ 
曹直子舗道..~ 
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11 竹図 車羽ー量踊眼形 現－・ 轟最5 1852 自演慎 茜自佐野中層井戸 百換
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天保7
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天保9 1S:渇 4 中 lすいぜいfOII 情豊組 安政3 ’B括 I 理事太夫 沢紫lQ白兵衛 鎗 沢書骨
’ 中 挽楓舗陣宵門伝 換 自量慣4畢 1 角 樋浦兜軍E 兜
3 ｛ま大後西｝ 鼠・宜割丸置健 鱒 I j‘ 名鹿屋帯冨掴曹 名恒星帯安段4 1857 3 北 染槙栂揖宵門松 染 自島健II
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安＆5 1858 I t策大西瞳｝ Itぃitい倹骨組 自信骨
天保111840 9 （大克西也】伊il姻車緑.子 畠子
安政6 地鈎 I 稽荷北傾雛石川徐 石川染
天候12 5 j‘ 置粛軍主的伊il!I! 伊遭染 t 角 tすいぜい石川除 石川染1841 
9 中 車宜房換骨手踊 !I骨
万区元 I 竹田 雌肘橿1111 ” 1 北覇地伊遺訓菊田量穣 慎 （曹誼7) 1860 3 II立 軍吉現役骨亭鯛 挽骨夫保13 1制2
日中 菊筒形帽子得地 帽子膏 8 II江 蜜量償量密情 直
天保142制3 S 中 幅骨密慣舗 組 鑓 3 天泊 血小館書鋼輯形 血小館
、’‘ 吋いぜい石川捻 石川鎗 7 稲荷 大塙宮噸ii 錨文丸元 1861 日実論 伊遺蹟車餓魔子 鹿干｛万ll2)
3 筑世 繍揖姶骨錨 自量分 9 摘荷 伊遭樋楓色絵升 !I骨 f，置損個
t文百】
9 .. 色飽丸置筒 鏑
弘化元 5若主尭伊事踊車餓鹿子 ・子 3 .. 皿，I、位置蝿軒膨 小包t臥A
E王量1司 5 筑後 5 揖江 置土虚今極上布 今． 上布i{・t揖九置飽 舗｛大西1
文久2 1862 8 天満 制肘自E慣飾 ” 7 中 蝿告団七鑓 団七II
B ・・ 絵模A華院背門松 白色 鎗栂櫛
7 j‘ 陽台団七鍋 回七絹 9 塩江 鎗慎錨鯨宵門松 換 役慣姐
9 ＇炉 伊遭聾軍事笹沼 Bill揖 中 吋いせい挽骨圃 自信骨
弘！t2 1845 3 中 袖硯伊賀鍾日記 袖 文丸3 3副主3 6 北街地 置土慮今織上布 今組 上布
弘化3
7 j崎 樋浦兜軍配 ’E 12北断地 !l!IA繊排W門松 換 集積樋1846 
9 中 思女贋自信骨平鍋 換骨
3 "' 
大功出世'k 自量 元描元 B ｛筑大後商｝ 恋倹宜岩歯車玄 衣
()l:丸4)I!硲4
7 中 京羽二置輔魁影 濁ー量 B I&江 曹染野中鴎井戸 首後
弘化a 1制7
自著主夫融制密情飽 鎗 5 揖江 大塔宮唱錨 鋪
自著京尭式場宮岨鐙 個
鹿応茸 1総5 5 繍江 車仕入帯皿注文 帯血｛茸靖2)
1 軍量士E吋いぜい石川染 石川染 II 御量 車羽二重儲僧形 羽二軍
事量元 1制8 3 j同 !I・4量蹄宵円訟 鎗 自色観組 1 角 吋いぜい石川l綾 石川染f弘!tS)
4 竹園 割量償繊蹄宵円程 自駐 挽慣峰 麿応2 T圏諸 I 車庫 吋いそれ、換骨鴎 接骨
中 吋いぜい石川染 石川捻 ’2 ・・ 車女’!I骨平副 絵骨
’著主夫 吋いぜい俗骨g 鈴骨 4 竹田 車女’鎗骨平綱 !I骨
事1,1<2 1849 4 ゆ 雌制措情帥 副
慶応3
5 温江 国量前草剤柑子 帽子
1867 
5 角 宮崎花園”鹿子 a干
自 t筑文笛筒｝ 憧量軍事革伊遣!I 伊温染
5 若太夫時代・宜町踊箇 lfl.圃 銅
：；立命館大学アー ト・リサーチセンターが公開している歌舞伎.iJtJfl鴻データベース I l本演劇興行年表（Copy吋ght
c Ryo Akama, Art Research Center, Ritsumeikan University，刈lrights reserved）、 fJt)J;（敏日I『歌舞伎10表第1・8巻j
岩波，m占.19sら1963を参考に作成した。
：変後ができない助合は．で示し、。内に読み仮名を示した。
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歌舞伎と芝居・f主将絵における広行的役；ljJ
iJ: 25) l!:. , . 役,r,·が役,('j·.f'~織のJlli飾を li川している例。
模織 作品名 菌 所蔵
』＝＝＝＝＝＝ 一－二代目市川図十邸 中村竹三郎 奥村利信 山口県立荻美術館 ・浦上記念館
市川三升 歌川盟国 たばこと短の1専物館
三升 Ichikawa Danj0r6 Iin the Scene ”Wait a Moment” 
(Shibaraku) 鳥居清忠 メトロポリタン美術館
市川団十郎の竹抜き五郎 鳥居清倍 東京国立博物館
佐野川市松・人形遣 奥村政信 東京国立1専物館
市松機織 市川官右衛門の蟹坂藤太 ・三世佐野川市松の祇園白人 東洲斎写楽 東京国立博物館
関東小六・佐野川市松、馬士市蔵・坂東三八 鳥居i智満 たばこと僅の得物館
亀灘小絞 三重帯鋸野綾織京の次郎 市村亀蔵 鳥居i情満 たばこと境の博物館
敵討乗合噺 東洲斎写楽 たばこと塩の博物館
高麗屋絡子 三銀杏御存地染 歌川岡芳 たばこと湿の博物館
侠詞花川戸 春好斎北洲 上方浮世絵館
曽我祭侠鍍 数川盛田 た｛まこと泡の博物館
かまわぬ機織 堂島救入浜 容好斎北洲 上方浮世絵館
細工物£車高野事l 歌川国安 たばこと境の↑専物館
斧琴菊 細工物£絡評判 数川国安 たばこと塩の博物館
「下部猿次郎中村芝翫J「小地磁太郎坂東Il蔵Jr名 敵川n国（3) 東京都立中央図轡館特別文庫室古屋山之助河原崎権十郎J
芝翫錨 「下部Z富次郎中村芝翫J（四代目） 「小地獄太郎坂東 歌川園点（初） ポストン美術館亀高！J（初代）、 f名古屋山之助 河原崎継十郎J（初代）
菅原伝綬手習m W:JI国貞 たばこと湿の1専物館
花It艶街下駄傘 富士川国安 たばこと塩の樽物館
大工六三尾上菊五郎 富士川園貞 山口県立荻美術館・浦上院念館
菊五郎絡子
早野勧平尾上菊五郎 歌川国J'.I（初） 早稲閏大学演劇f哩物館
いがみの徳太尾上菊五郎 歌川国貞（初） 早稲田大学演劇1尊物館
三津五郎縞 関取二代勝負附 富士川n国 たばこと塩の博物館
豆腐屋ニ郎兵衛 ・坂東ニ津五郎、妹かさね ・岩井半四 E士川fl国 たばこと境の博物館
半白血11草子 郎
糸屋娘おいと 岩井半四郎 歌川園貞 立命館大学アート・リサー チセンヲー
市村裕子 隅田川の夜桜 -m斎芳幾 たばこと泡の博物館
市川園十郎浪芸百番浅山鉄山 笠原因伺 山口県立荻美術館・浦上舵念館
六弥太裕子 えびざこの十市川園十郎 歌川Q国 たばこと±gの博物館
役者の新年 歌JI国貞（2) 国立劇場
六三機旨かしくの留容 数川盟国 たばこと泡の博物館
観世水
其f弟浅間畿 歌川盟国（初） 国立劇場
双蝶々歯車高Sic.
花勝見
歌川~国 たばこと泡の1曹物館
関取ニ代勝負附 Ul:JI盟国 たばこと湿の1専物館
：絵nmの 1：代数がIYJらかなものについては （）で示 した。
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